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入学してから３か月が過ぎました。一生懸命学習したり、友達と楽しく遊んだりしています。係活動

でも、自分の仕事を張り切って行っています。これからも子どもたちの成長をしっかり支え、温かく見

守っていきたいと思います。 

 さて、小学校に入学して初めての夏休みが始まります。いろいろな体験をするよい機会です。きちん

と計画を立てて、健康と安全には十分に注意し、元気に楽しく夏休みを過ごせるといいと思います。 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

に  じ  い  ろ  

【お知らせとお願い】 

★持ち帰る物は、①チェアカバー②防災頭巾③タブレットと充電器 

④補充するもの（ある人だけ） 

お道具箱の持ち帰りをしません。夏休み前にお道具箱の中をチェックします。補充が必要なお

子さんは、個別に持ち帰りますので、ご用意をお願いします。尚、お道具箱ごと持ち帰りが必要

なご家庭は、お子さんに伝えてください。 

また、防災頭巾のカバーとチェアカバーは、洗っておいてください。 

８月２６日(月)の日程 

○朝礼あり、３時間授業 給食なし 下校１１時２０分 

１時間目：学活 ２時間目：国語 ３時間目：算数 

○持ち物 ・夏休みに取り組んだ課題（封筒にいれる） 

・ぞうきん２枚・上ばき・防災頭巾 

・筆箱・下敷き・連絡袋・予定ファイル 

・補充したもの・チェアカバー（27日） 

・タブレットと充電器（28日） 

学年集会
（七夕）を
１組が企画
しました。 

生活科で、
シャボン玉
について学
習しまし
た。 

学校には、
どんな先生
がいるのか
探検をしま
した。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
あさがおのリースの作り方 

 

➀花が枯れ、種がある程度取れてから、つるが緑色の

うちに根元を切って、支柱から外して作ってくだ

さい。つるがからまって外しにくい場合は途中で

少し切ってもかまいません。 

②つるを輪の形を作ります。何重か重ねます。 

③残りのつるを周りに巻き付けてください。つるの   

終わりは、輪の中に差し込んで取れないようにし

てください。   

 

鉢と支柱、ペットボトルキャップは家で保管しておいてください。リースと種は１０月
初め頃に、鉢とペットボトルのじょうろは１１月頃に持ってきてもらう予定です。 
支柱は、学年が上がってから使用しますので、家で保管しておいてください。 

夏 休 み の 課 題 

○「かんぺき！なつ休み」 
必ず答え合わせをして、間違いを直してから提出をしてください。 

○絵日記１枚 
「かんぺき！なつ休み」の中に用紙があります。（両面２日分）夏休みの思い出をかきます。絵

には色を塗り、字も丁寧に書くよう、見届けをお願いします。夏休みの後、廊下に掲示します。 

○タブレットの「ドリルパーク」 
 7月１７日（水）に配信する「かだい」に取り組みます。 

夏季休暇中、機械の不具合については、①いつ②どこで③どのように故障したのかが分かるよう 

にして、登校した時に担任に伝えてください。（別紙あり。）夏休みのタブレットでの学習につ 

いては、自分が取り組める範囲で、自分のペースで進めましょう。故障により、タブレットでの 

学習に取り組めない場合は、各ご家庭で相談し、タブレット以外の学習で対応をしてください。 

○あさがおの観察（観察カード１枚） 
 あさがおの世話と観察を続けてください。観察カードを１枚書きましょう。 

○あさがおの種取りとリースづくり 
できた種はすべて取っておいてください。（ぬれたままで保管しておくと腐ってしまうので、よ

く乾かしてから、紙の袋などに入れてください。） 

また、つるの部分は、丸めてリースの形にして、乾かしておいてください。夏休み後の学習でリ

ースを飾ります。 

○夏休みの作品募集 
 挑戦したいものを、課題一覧から一つ以上選んで取り組んでください。要項を読んで、作品票が

必要なら、必要事項を記入して指定された位置に貼ってください。 

 「かんぺき！なつ休み」の中に原稿用紙が入っています。読書感想文や課題一覧の応募したい作

文などにご活用ください。 

○書き取り（こくごノート（まるめノート）に５ページ以上） 
  こくごノート（まるめノート）に５ページ以上やります。学習したひらがなやかたかなの言葉

を繰り返し書きましょう。お手本を５枚、書き取り帳の表紙裏に貼ってあります。５ページ以上

取り組む場合は、お手本を繰り返し行っても、自分で書く内容を決めてもどちらでもいいです。 

○計算カード（記録する用紙はありません。） 
毎日継続して練習してください。夏休み以降の確かな力になります。 

たし算とひき算のカードを混ぜて挑戦するのも良い方法です。 

○読書１０冊をめざそう（読書カード１枚分（１０冊）） 
夏休み用の読書カードを配付するので、１０冊を目安に取り組んでください。読み聞かせをした

り、親子で交換読書をしたりして、楽しい時間を過ごしてください。 


